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特別損失の発生及び平成 23 年 9 月期第 2 四半期累計期間業績予想 

との差異並びに通期業績予想の修正に関するお知らせ 
 

当社は、当第 2四半期連結会計期間において、「東日本大震災」の影響による特別損失 33 百万円を

計上することとなりました。 

また、平成 22 年 11 月 15 日付「平成 22 年 9 月期 決算短信」にて発表いたしました平成 23 年 9 月

期第 2四半期連結累計期間業績予想と、本日開示いたしました同四半期連結累計期間業績に差異が生

じましたのでお知らせいたします。 

「東日本大震災」の影響は下期にも及ぶことが予想されるため、通期連結業績予想についても修正

いたしましたので、併せてお知らせいたします。 

 

記 

１. 連結業績予想数値の修正 

① 第 2四半期連結累計期間 連結業績予想との差異（平成 22 年 10 月 1 日～平成 23 年 3 月 31 日）  

 

② 通期 連結業績予想の修正（平成 22 年 10 月 1 日～平成 23 年 9 月 30 日） 

会 社 名 株 式 会 社 ネ ク シ ィ ー ズ

本 店 所 在 地 東 京 都 渋 谷 区 桜 丘 町 2 0 番 4 号

代 表 者 代 表 取 締 役 社 長  近 藤 太 香 巳

上 場 取 引 所 証券コード 4346 東証第一部、大証第一部 

問い合わせ先 責任者役職名  専務取締役管理本部長 

 氏  名   松 井 康 弘 

 電話番号   （ 0 3 ） 5 4 5 9 - 7 4 4 4 

 
売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益 

1 株当たり 

四半期純利益

 百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

前回発表予想（A） 3,900 50 50 10 7.89

今回実績（B） 3,775 8 △4 △108 △85.61

増減額（B－A） △125 △42 △54 △118 ―

増減率（％） △3.2 △84.0 ― ― ―

(ご参考)前期第2四半期実績 

(平成22年9月期第2四半期) 
3,988 80 68 △3 △2.84

 
売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 

1 株当たり 

当期純利益 

 百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

前回発表予想（A） 8,000 250 250 80 63.10

今回発表予想（B） 7,300 25 △5 △200 △157.76

増減額（B－A） △700 △225 △255 △280 ―

増減率（％） △8.8 △90.0 ― ― ―

(ご参考)前期実績 

(平成 22 年 9月期) 
8,043 252 239 72 57.04



２. 差異の発生及び通期業績予想修正の理由 

 

  （第 2四半期連結累計期間の差異） 

 差異の発生理由といたしましては、平成 23 年 3 月 11 日に発生いたしました「東日本大震災」の

影響により、当社グループ各社において営業を一時中断、自粛したことに伴う売上高の減少があり

ました。 

特にインターネット接続サービス「Nexyz.BB」において、営業日数が減少したことにより新規加入

希望者の獲得数が減少し、会員獲得時にインフラ提供会社から得られる受付手数料が減少いたしま

した。また、㈱ハクビでは 3 月の卒業式シーズンの着付け業務の受託が大幅に減少いたしました。  

あわせて、「Nexyz.BB」で被災地に対する課金を一時的に停止したことや各社で休業期間が発生

したこと等により特別損失として“災害による損失”33 百万円を計上いたしました。 

以上の結果、連結の売上高、各損益項目が減少となり、前述のとおり差異が発生いたしました。 

   

  （通期連結業績予想） 

 通期連結業績予想につきましては、震災の影響による東北地域を中心とした営業効率低下や、旅

行業界を中心とした取引先への影響が見込まれます。 

インターネット接続サービス「Nexyz.BB」では、東北地域を中心に新規会員の獲得数が減少し、

獲得時に得られる受付手数料も当面は減少が見込まれるほか、被災地に対する課金の一時停止を 5

月まで状況に応じて続けていく予定であります。また、旅行ウェブマガジン「旅色」では、広告ク

ライアントである旅館やホテル、飲食店等につきましても新規契約数の減少や、年間契約更新の減

少が懸念されます。 

そのほか、当社連結子会社である㈱ユーシーシー・ネクシィーズの業務受託のうち、主要業務で

ある業務用食品卸業支援が中断しており、下半期（4 月～9 月）の業務受託収入が減少する見込み

であります。 

以上の事から、連結の売上高、各損益項目について減少することが見込まれるため、前述のとお

り業績予想を修正するものであります。 

以上 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 




